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森有礼とわが国近代商業教育の創成
田 中 昭 徳
1.「国家主義者」森有 礼と商業教育
森有礼(も り・ありのり,1847-89)が初代の文部大 臣 と して,わ が国近代教
育制度の 基礎 を固めた 人物であ る ことは,周 知の 通 りである。 明治18年
(1885)12月,内閣制度の発足 に伴 ない,伊 藤博文の奏薦に よ り第1次 伊藤
内閣 の文相に任命 され た森 は,宰 相伊藤 のひたぶるな援助 のもとに,明 治19
年3月20日 の帝国大 学令(勅 令第3号)を 初め,同 年4月10日 の師範 学校令
(勅令第13号),小学校令(勅 令第14号),中学校令(勅 令第15号)お よび諸 学校
通則(勅 令第16号)を相次 いで 公布 し,徹 底 的な学制改革を断行 して,そ の
近代化 を図 るとともに,い わゆ る 「国体主義の教 育」 を強行 して,わ が国教
(1)
育史に大 きな足跡を残 した。
くわ
ところで,こ の森はまた,通 常 「わが国商業教育の第一の功労者」 と称せ
られている。それとい うのも,彼 が明治8年(1875)8月,東京京橋尾張町
に,わ が国商業学校の 濫筋 とも 見なさるべき 商法講習所を,私 財を投 じて
開設 した業績に よってであろ う。改めて述べるまでもな く,こ の森氏私立商
法講習所は,翌9年5月 東京府に移管され,14年7月 に廃止,同 年9月 再
興の うえ,17年3月21日 の農商務省達に よって農商務省管轄 「東京商業学
校」 とな り,さ らに翌18年5月14日 の文部省告示第1号 を以て文部省の所
管に移された。そ して,同18年9月22日 に文部省告示第4号 に よって東京
(1)森の文教政策上における業績については,特 に次の文献に詳しい.
海後宗臣ほか,「森有礼の思想と教育政策」,r東京大学教育学部紀要』第8巻,
1965年,所収.
土屋忠雄,「森有礼の教育政策」,石川謙博士還暦記念論文集『教育の史的展開』,
1952年講談社刊.所収.
(2)内山克己著r明治前期実業教育施策史の研究』,1972年東海大学 出版会刊,
448頁,および田村栄太郎著 『日本の産業指導者』,1944年刊を参照.
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外国語学校 および 同校所属高等商業学校を合併吸収 し,「更二東京商業学校
(3)
ト称シ候条此 旨告示候事」 と告示され,東 京神田一橋通町1番 地の元東京外
国語学校校舎に移転 した。 その合併の理由は,「管理,経 済 ノ便利ヲ図 リ且
くリ
ツ商業上外国語 ノ必要ナル ヲ以テ」とされている。 明治20年5月 に 「高等
商業学校」,次いで35年3月 には 「東京高等商業学校」と改称 し,そ して大
正9年(1920)4月に改組されて,東 京商科大学となった。 今 日の一橋大学
の前身である。
この森氏私立商法講習所の開設は,当 時 「殖産興業」の中心機関であった
くの
大蔵省が明治7年4月,銀 行簿記伝習のために特設 した 「銀行学局」に遅れ
ること約1年 であったが,本 来的な商業教育 とい う見地か らすれば,森 の
この商法講習所 こそが,ま さ しくその濫筋であ り臆矢であった と言わねばな
らない。当時は未だ,徳 川時代以来の封建的儒教道徳に よって植えつけ られ
た 「賎商意識」が国民全般,い や,「富国強兵」を唱導する為政者の間にさえ
くの
も根強 くはびこっていた。そ うした 「商業蔑視」の風潮のもとで,森 はいっ
たい如何なる意図か らこの商法講習所を私立で開設 し,また開設せざるを得
なかったのであろ うか。この点について,島 田三郎編r矢 野二郎伝』はこケ
くり
述 べて いる。
「斯人(引 用者注,森 有礼を指す)が米国に在ること数年,齎 し帰 りたる意見の一
は商業教育の開発論な り,彼謂へらく米国の強大は其富資の充実に在 りて,富資充
実の源は有為有識の人材が実業界に馳騎 して功名を此方面に立つるにあ り,我日本
が人材を政治の一方に傾けて,其教育も亦政治法律軍事文学に偏重 し,農工の教育
(3)r明治以降教育 制度発達 史』第2巻,重 版,1964年 教育 資料調査会 刊,489
頁.
(4)『文 部省第十三 年報』,復刻版,1967年 宣文堂 書店刊,7頁.
(5)銀行学局 につい ては,拙 稿,「わが 国近代商業教 育制度 の成立 過程(そ の1)」,
小樽 商科大学 『人文研 究』第47輯,1974年刊,所 収 の 「2.明治初年 におけ る政
府 の勧商施策 と銀行学局 の設立」,15-20頁を参照.
(6)福沢諭 吉が この 「賎商意識」 を,日 本の近代化 に とって何 よ りもまず 「掃却 」
され ねばな らない 「封建 ノ残夢 」 と捉 えた ことは,周 知の通 りであ る,参 照,拙
稿,上 掲論文,1-7頁.
(7)島田三郎編r矢 野二郎伝』,1913年矢野二郎翁伝 記編纂会 刊,48-49頁.
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を軽視 し,特に商業を全ぐ教育範囲の度外に置 くは,時代ゐ要求に副へる方針にあ
らずと,急進の性質を有せる彼は之を当路に建言して,噛商業学校を創設せしむるの
志あり,帰国の際之を米人に計議 し,ホイットニーを聰するの予約を為したり。既
にして其寛見を政府に告ぐるも空言として容れられず,米 人は約を履みて来れり,
森は帝国の公人なり,先に公使として国家を代表せ し紳士なり,自己の信用 と帝国
の面 目とに対して之を中止する能はず,京 橋区尾張町一煉瓦屋の階上を倣 りて,此
に卑近の商業教育を授 くること瓦せ り,当時の通語に従ひ商法講習所と称す,此事
明治八年八月に在 り,是れ我国商業学校の濫簡にして,大小高下各種の学校皆明治
政府の設置に成 りて,次 第に民間に布及し,教育が施政の要務として経営せ られた
る史蹟中,独商業教育が民間に発源 し,湖 りて当路を啓発し,先覚者の辛苦努力に
より,汎濫淳蓄漸次全国に禰漫して,今 日の盛況を見るに至 りしは,我 国の教育史
上に大書すべき特色なり。」
森 は,一 面 で は ぎ わ め て 進 歩 的 な 自由 主 義 者 で あ っ た 。 彼 は 既 に 慶 応 年 間
に イ ギ リス と ア メ リ カに 留 学 し,自 由 主 義 の 洗 礼 を 受 け て い た 、 そ の 彼 が
明 治 維 新 を ど の よ うに 見た か は,再 度 ア メ リカ に 弁 務 使 と して 駐 劃 し,代 理
公 使 の 任 に あ っ た と き,1872年11月 に 書 い たr日 本 に お け る宗 教 的 自 由 』
(.ReligionsFreeaominJaPan.AMemorialan4DraftoゾCゐ〃'6γ・By
ArinoriMori.Privatelyprinted,1872)の中 の 次 の 言 葉 が これ を 雄 弁 に 物
(8)
語 っ て い る。
"Itmustberemembered,thatprogresscanonlybeachievedthrough
revolutionsandtrials,inasmuchassuchisthelawofnature.The
benefitsofsocialrevolutionhavebeenamplyexperiencedbyourpeople
nowformanycenturies,especiallywithinthelasttwentyyears."
言葉 の厳格な意味が何 であ った かは暫 く措 くと して も,森 が 明治維新を と
もか く 「革命」(revolution)と呼 び,"進 歩"は 革命 に よって 初め て もた
らされ ると言 ってい るのは,注 目され る。
また,森 は明治6年,西 村茂樹 と図 って,西 洋 の科学 アカデ ミーに倣 って
(8)大 久保 利 謙 編 『森 有礼 全 集 』 第1巻,1972年 宣 文 堂 刊,291-292頁.なお,
森 は1873年 に 編 集 刊 行 した 英 文r日 本 の 教 育 』 の 「緒 論 」 で も,明 治 維 新
(Osheiishin)を"revolution"として把 握 して い る.(同 上 全 集,第3巻,262
頁)。
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「明六社」を結成 してr明 六雑誌』を刊行 し,中 核的な同人に,福 沢諭吉,
西周,津 田真道,箕 作麟鮮,加 藤弘之,中 村正直など,当 時の指導的知識人
を迎えいれた。その意図するところは,学 問 と思想の 自由な研究の促進であ
る。明六社に拠った森は,信 仰の自由を説き,蓄 妾の制度に反対 し,広瀬阿
常 と結婚 したときには身をもって伝統的な結婚の様式に抵抗 し,福沢諭吉を
証人と して婚姻契約を取 り換わす ことによって,こ れに替えた。
この ように,自 由主義者 としての森の進歩的諸活動は,明 治初年以来いち
じる しく積極的であ り,人 びとを して瞠 目させるものがあった。だが,そ の
「進歩性」が どのような性格のものであったかは,注 意を要する。 確かに森
は,信 仰や学問や思想の自由の重要性を強調 し,それを促進すべき必要性を
熟知 していた。 とは言っても,森 は,福 沢の ように,信 仰や学問および思想
の 自由は国家権力の干渉に抵抗 し,これか ら自由になるときに成立すると考
えていたのではない。
森によれば,国 家権力 自体のほ うが 民衆 よりも ヨリ啓蒙された 存在であ
る。既に明治の初期か ら,森 のこの思想的立場は明白であった。例えば,彼
は,福 沢が明治7年1月 に公刊 した 『学問のすXめ 』四編 「学者の職分を論
(9)
ず」を批判 して,『明六雑誌』第2号 「学者職分論 ノ評」でこう述べている。
民権 ヲ立 ル ノー 篇,意 ハ懇 ヲ尽 シ論 ハ術 ヲ得,読 ム者 ヲシ テ憤 起 セシ ムル ニ足 ル,
然 レ臣 其 説 ノ穏 当ナ ラサル ヲ覚 ルモ ノア リO其 一・二 「一 国 ノ全体 ヲ 整i理スル ニハ
人民 ト政 府 ト両立 シテ始 テ其成 功 ヲ得 ヘキモ ノ」 ト,此 レ何等 ノ見 ナル,夫 レ民 ノ
公 務 ハ国 ノ要 スル処,文 事 ニモ セ武事 ニモセ必 ス逃避 ス可 ラス,各 其力 ヲ致 シテ之
二従事 スヘ キハ論 ヲ待 タサル ナ リ何 ヲカ民 ト云 フ,其 務 ヲ為 ス ノ権 ト其責 ヲ担 当 ス
ヘ キ ノ義 トヲ有 スル者 ヲ指 スナ リ,故 二官 吏モ民 ナ リ,貴 族 モ民 ナ リ,平 族 モ民 ナ
リ,日 本 ノ版籍 二属 スル者一人 モ我 民名 ヲ免 カル ・ヲ得 ス,又 其責 ヲ担 当セサ ル ヲ
得 ス,而 シテ政府 ハ万 姓 ノ政府 ニシテ,民 ノ為 二設 ケ民 二拠 テ立 ツ処 ノモ ノナ リ,
然 レハ則其間 二政府 ト人民 ト両 立 スル ノ理 アル ヲ知 ラス,又 其状 アル ヲ見 ス,欧 洲
諸国ノ中王威無限,政権一家ノ有 トナリテ政令任意二行フヲ以テ民之ヲ好マス,其
間二不和ヲ生シ騒乱ヲ起シ,遂二其威力ヲ限 リ政権ヲ多手二分チ,所謂定律王政或
ハ共和民政ノ体二変セシ国多クアレ托,未 タ政府 ト人民 トノ間二 内外対立刺衝調
(9)『森 有礼全集 』第1巻,233-234頁.
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和 ノ例文 其説 アル ヲ聞 カス ○其説 ノニ ニ 「世 ノ文 明 ヲ進 ムルニハ唯政府 ノカ ノ ミニ
依頼 ス可 ラス ト」 世 ノ文 明 ヲ進 ムルハ政府 ノ本筋 ト為 シ難 タシ,蓋 シ其責 ハ之 ヲ知
〆 リ之 ヲ主張 スル ノ人 ニ ス,ヲ 主張 スル者ハ各能 ク其地 位 ヲ察 シ世事 ヲ為 ス可 ケ
レハ,各其意 ノ適 ル所 二就 テ民 ノ義 ヲ務 メ世 ノ公 利 ヲ進 ムヘシ,然 レハ官途 二出 テ之
!ヲ 為 スモ又私立 シテ之 ヲ為 スモ別 二差異 アル 「ナ シ,福 沢先 生 ノ私立為 業以 テ天下
ノ人 二其方 向 ヲ示 サル ・ノ意 思ハ先生 ノ意思 ニシテ嘉 スヘ ク,又 之 ヲ嘉 トスル人 品
ノ為 二快然 タル意思 ナ リ,然 レ冊私立為業 ト在 官為務 ト較 テ世 ノ利害 ヲ論 セ ラル ・
ハ恐 クハ未 タ其 趣 旨 ノ偏 ナル ヲ免 カ レス ,若 シ在官為務 ノ公益,私 立為 業 ノ世利 二
及ハ ス ト云 フ時 ハ,学 者 ハ皆膚途 ヲ去 リ不学 ノ者 ノ ミニ政府 ヲ托 シ テ始 テ世利 興 ル
ト云 フニ至 ルナ リ,思 フニ先 生 ノ高見亦必 シモ然 ラス,蓋 シ是 レ憂 国 ノ厚 情此 二至
ル者,其 付録 ノ如 キ ハ若 シ之 ヲ除 カハ更 ニー・段 ノ佳味 ヲ生 セ ソ蜘(傍 線 は引用 者)。
ロ
つまり,福沢が国家権力か ら独立 した学問の自由と学者の使命を説いたのに
対 して,森 は,官 吏に もせ よ,貴族にもせ よ,平 民にもせよ,皆 同 じ日本国
,民であ り,したがって,福 沢のように,政府か らの学者の独立を説けば,「学
者ハ皆官途 ヲ去 リ不学 ノ者 ノミニ政府 ヲ托」することになるのではないか,
と反論 したのである。 ここに,後 年,森 が自己の立場を 「国体主義」 と呼ん
だその萌芽が既に現われていると見ることができよう。
徳富蘇峰は森を評 して,そ の生涯の前半は 「非常なる自由家」に して 「非
常なる急進家」であ り,そ の後半には 「非常なる保守家」に して 「非常なる
ロの
専制家」であると述べているが,森 はその 本質において 国家主義者であっ
(11)
た。彼の論理を辿れば,第 一一義的な最高の重要性をもつ ものは,国 家の存立
と富強であ り,信仰や学問や思想の自由も国家権力の制限の範囲内で成立す
る。いや,そ ればか りか,こ れ らの 自由が尊重され るのは国家の発展に寄与
するためであって,決 して自己 目的のためではない。実業の振興 も同様であ
る。だが,実 業の振興は,彼 の第一義 とする国家の存立と富強に とって,信
ao『森有礼全集 』第2巻,518頁.
ω 森は その信奉す る国家主義を こ う表 明 してい る.「 国家 ト云 フモ ノハ,無 形 ナ
ル モ ノナ レ トモ之 ヲ仏 ノ如 ク神 ノ如 ク大切 ノモ ノニナ シ仕事 ヲナサ シムル モ,学
科 ヲ学 ハシムル モ,国 家 ト云 フコ トヲ以 テ思想 ヲ支配 シ鼓舞 シテ行 クヨ リ外 良策
ナ カルヘ ク,又 実際斯 クセサル ヲ得サ ルナ リ,世 ノ中 二宗教 ヲ基 トスル ヲ良 トス
ル ノ説 ア レ トモ,容 易 二行 ハ レス,独 リ国家 ト云 フコ トヲー ト向 ニスル ヲ良 ト
ス」.(海門山人編 『森有礼』,1897年民交社刊,81-82頁).
》
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仰や学問や思想の自由よりも遙かに 「有効」であった。 ここか らして,森 が
信仰や学問や思想の自由よりも,商 法講習所の設立や札幌農学校へのクラー
クの招聰な ど,実 業教育の振興に並々な らぬ努力を傾注 した理由が理解され
る。
したが って,森 は実業教育の振興 と充実について当時最 も 「進歩的」な立
場をとった。だが,彼 はもろもろの実業教育の中でも,商 業教育の振興 と充
実こそ,わ が国の富国強兵の基礎であると考えた。その理 由を彼は,の ちほ
ど明治18年4月,大 阪商法会議所で 行なった 「商業教育の必要性に関する
(12)
演説」 の中で,明 確に こ う説明 している。
「試みに見よ一国の基礎たる農工商の状態にして今日我邦の如く憔惇を極むる間
は,縦令海陸軍を張るも決して国力を張るに足 らさるへし。又農工業と錐亦商業の
敗北を告 くる間は決して盛大を為さエるへきなり。故に商業の一事は我国に取て最
拡張せさるへからさる急務と云ふへし。余常に以為 らく商売は軍の先鋒なりと。先
鋒にして既に脆弱ならんか,国力の張らさるも亦宜ならすや。夫れ然り,故に今に
して早 く計を為 し商売の練習と智能を養成せすんは将た何の時をか期せんや。我政
府に於ても此事には非常に注意を加え 出来る丈はやって見やうとせらる厨こ就て
は,第一に商業学校を盛んにせんと企てらる玉なり。……実に今日は前途安危存亡
の繋る所,自 ら西洋を敵 として先鋒に当らんとする者焉そ其注意を怠るへけんや」
(傍線は引用者)。
森は,イ ギ リス留学および二度にわたるアメリカ滞在で,一 国の富強が商
業交易の興隆に負 うことの如何に大 きいか,そ してまた,そ の商業交易の興
隆は商業教育 と如何に大きなかかわ りをもつかを視たのであった。その感慨
を彼は,上 記の 「商業教育の必要性に関する演説」の中で次の ように述べて
q3)
い る 。
「嘗て海王とまて呼はΣれて大洋に践電したる英国は,素此の永遠の基礎に依て繁
昌したるに非されは,今は却て其国の商売否運に傾き,此頃急に狼狽して商業学校
を設けて子弟を教育 し,以て古の勇敢なる鵬撃を他国に下さんなと評議中な りと聞
('マ)
及へ り。然れとも亦晩 しと云ふへし。之に反 して,太西洋の彼方に在る亜米利加合
⑫ 『森有礼 全集』第1巻,462頁.
⑬ 同上 書,461-462頁.
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衆国は商業の形勢果して如何んそや,惟 みれは此洲は今より殆んと四百年前の頃に
始めて発見せられたる新世界にして,合衆国の基礎を為 したる亦僅かに百余年前な
り。然るに此英国を離れて渡航 したる流民の集合は,互 に食ふものもろくろくは食
はす着るものもろくろく着す して先つ学校を建てた り。而 して合衆国の基礎略々成
るに至るや,商業専門の学校をも設け,又一般の進歩を加ふるなと,事々勉強を以
て送 り出したる手際は,既に諸君も聞及へる所ならんか,天晴れ感心すへきこと多
しとするなり。今余は其商業学校の数を詳かにするの便を欠きたれとも,其学校は
輿 に全国に充満せ り。否,奮 に充満するのみならす,又頗完全せり。例へは一箇所
の商業学校に五十弗の金を入れて入学したる者,後事故ありて他の土地に転居し,
其地の学校に入学するときは,別 に入学金を出すを 要せさる等の便法あり。 是皆
各地聯絡を通して子弟の便を図るものな り。又大学校の卒業生の如き高等の教育を
受けたる者も志を商業に立て前途の事業を此に執 らんとする時は,皆一度は商業学
校に入 り六箇月の後卒業して出ること瓦為 り居れ り。されは此国は今より七十年前
は一切の事物を他国に仰き,只姻草と麦のみを外国に輸出せしものなりしか,後 に
は進んて麦を粉にして出すことを為し,蚊に欧羅巴の商人を喫驚せしめたりしか,
今は更に之をは麹包に製して以て欧洲へ出し,又は肉類をは氷結にし輸出する事を
発すに至れ り。為に欧洲の市場は殆んと撹乱せらる瓦の姿なり。斯の如く活澄勉励
にして競争に務むる合衆国なれば其富めるも亦怪むに足 らさるな り。」
それゆえに,森 はア メリカの商業教育に注 目した。彼は駐割弁務使 として
再度 ア メ リカに在 った とき,1871年(明治4年)9月,こ の国の国民生活 の実
情をわが国に紹介すべ く,みずか らの監修のもとに公使館書記チャールズ ・
ラ ン マ ン に 英 文 『ア メ リ カ の 生 活 と 資 源 』(・LifeandResourcesinAme「ica・
preparedunderthedirectionofA血oriMoriforcirculationinJapan.
WashingtonD・C・,1871)を編 纂 さ せ,そ の 中 で 商 業 教 育 に つ い て 次 の よ う
(14)
に紹介 している。
"InnoneofthepublicschoolsofAmericaarethefoundationprinciples
⑪4『森有礼全集』第3巻,17頁,試訳を掲げれば,次 の如 くである.
「アメリカの公立学校には商業の原理を教えるところはないけれども,個人によ
って経営される,い わゆる連鎖組織商業学校があり,そ の数は40をくだ らず,
メイン州か らルイジアナ州に及んでいる,その教育課程はきわめて完全で商業活
動に必要な全分野を網羅 している.また,こ の連鎖組織は1つ の統制のもとにあ
るので,学 生はその1つの学校で或る課程を修了した後に,他のいずれの学校で
も再び,授業料の追加徴集を受けないで,修 業を続けることができる.」
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ofcomlnercetaught,andhencetheτehavebeenestablishedbyprivate
individualswhatiscalleda"ChainofCommercialColleges;"-they皿umber
notIessthanforty,andextendfromMainetoLouisiana;theircourseof
instructionisverycomplete,andcoversall七hatisnecessaryforacom-
merciallife;andbecausethisassociationisundefonehead,theregulatiolls
aresuch,thatastudent,aftercompletingacourseofstudiesinone,may
againtakethemupandpursuethematanotherschooloftheChain,
withoutadditioIlalexpense.'P
、
やがて森によって招聰され,商 法講習所の指導に当たることになったウィ
(15)
リ ア ム ・C・ ホ イ ッ トニ ー(WilliamCogswellWhitney,1825--1882)は,
こ の 連 鎖 組 織 商 業 学 校(ChainofCommercialColleges)の1つで あ る
Bryant・Stratton&WhitneyBusinessCollegeの経 営 者 に し て 校 長 で あ っ
た 。 彼 は 名 門 の 出 で,首 都 ワ シ ン トン の 郊 外 ジ ョー ジ タ ウ ン に 生 ま れ,エ ー
ル 大 学 を 卒 業 後,1852年 に ニ ュ ・一ジ ャ ー ジ ー州 二=一 ア ー ク市 ブ ロ ー ド街
711-713番地 に上記 の学校を開設 した。 彼 の学校は,当 時 評判の新 しい教育
施設で,優 秀な教師を揃え,幾 つかの大講堂は実業界に進 もうとする熱心な
学生たちで何時 も溢れ ていた と謂 う。1866～67年(明治2～3年)ご ろ,こ の
学校へ最初の日本人留学生 として,後 の 日本銀行総裁 ・東京府知事富田鉄之
(16)
助が入学 した。続いて高木貞作,数 江三左衛門が入学する。富田はホイット
⑮ ウィ リアム ・ホイ ッ トニー につい ては,西 川孝治郎著 『日本簿記史談 』,1972
年 同文 館出版刊,第 九話 「ホイ ッ トニー と商法 講習所」 に詳 しい.本 稿 におけ
るホイ ッ トニーに関す る記述は,西 川 氏 の研究 に拠 ってい る.
⑯ 富 田鉄之 助は 天保6年(1835)10月,仙台藩 士の子 として仙 台 に生 まれ た.壮
年期 に江戸 へ出 て勝海 舟の門 に入 り,慶 応3年(1867)7月勝 の子小鹿 の介添 え
として同門の高 木三郎 と共 に ア メ リカに留学,時 に33歳.明 治 元年(1868)に
一旦帰 国,ま た再遊学 し,2年7月 新政府 の留学生 とな った.翌3年12月,森 が
駐米少弁務 使 として着任 して以 後,親 交 を結 ぶ.明 治5年2月 ニュー ヨー ク駐在
領事心 得 とな り,翌6年 同副領 事に昇任.7年2月 賜暇帰 朝 し,森 の影 響の もと
に,杉 田阿 縫 と婚姻 契約 に よる結婚を行 な った.同 年11月 米 国へ 帰任,明 治9
年8月 一旦 帰国 の うえ,同 年11月 清国上 海駐在総 領事 に任ぜ られた.14年,駐
英代理 公使 を最後 に大 蔵省 に転 じ,日 本銀行 の創立 に参 画 し,そ の初 代副総裁を
経 たのち,21年 日本銀 行総裁 とな る.そ の間,『銀行小 言』上下2巻 を刊行(18
年)し,ま た郷 里仙 台に東華学校 を設立す る と共 に東京 商業学 校校務 商議 委員 と
して活 躍 し,19年2月 文部省 か ら 商業教育 に対す る尽 力の功 に よって 表 彰 され*
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ニー夫妻の愛顧を受 け,家 庭への出入 りを許 され てホイ ッ トニー一 家 との親
交が始 まった。そ こへ森が駐米少弁務使 と して赴 任 して来た。森は富 田を介
してホイ ッ トニーを識 るに及んで,彼 を わが国商業教 育の指導者に迎 えるべ
く非公式に招聰 し,そ の内諾を得た。 しか し,ホ イ ッ トニーは,上 述 の よ う
に,既 に事業 に も 成 功 し,ま た家庭の幸福 に も 恵まれ て 極め て順境にあ っ
た。 したが って,そ の成 功 した事業を人 手に渡 し,生 命の危険 さえある開国
後間 もない未知の異境,日 本に渡 航す ることを,友 人たちは愚かな企 て と言
い,ま た夫人の身 内の者 も冒険だ と言 って強 く反対 した。に も拘 らず,ホ イ
し
ッ トニー夫妻を して家財 を処分 してまで 日本移住 を強 く決意せ しめたのは,
ひ とえに富田の尽力に よる。1872年(明治5年)12月 のホイ ッ トニー夫人 の
手記 には 日本渡航 の ことが書かれ ている とい うか ら,森 の帰国以前に既にそ
の決意 となっていた のである。陰 に陽に富 田の助力がなか った な らば,森 の
企ては恐 らく陽 の 目をみなか ったに違 いない。
ところで森 は,こ の よ うに ホイ ッ トニーを招聰す ると同時 に〆他方ではわ
が 国商業教育の在 り方 を探索 していた。 それ は,彼 が同72年2月3日 付け
で ア メ リカ各界 の有力者15名 に対 し,今 後の 日本 の 教 育の在 り方につ いて
寛見を求め,5項 目の質問事項中の第2項 目と して特 に 「商業 に及ぼす教育
の効果」について質 した ことに も示 され てい る。他 の4項 目の質問事項 は,
同様に1.一 国の物質的繁栄,3.農 業 お よび工業上の利益,4.国 民 の社会
的 ・道徳的 ・身体的状態,5.法 律 お よび 政 治のそれぞれ に及ぼす教育 の効
の くの
果につ いてであ った。
これ ら5項 目の質問事項 は,森 が 日本の近 代化 への道 を どこに求 め ていた
かを示す もの と して注 目に値す る。彼 は,世 間一般の人 び との タ うに,教 育
の効用 を単に人間の知的 ・道徳的 ・身体的陶冶に のみ求めてはいなか った。
*た .22年9月日本銀行総裁を辞任後,東京市会議員に選ばれ,翌23年貴族院議
となり.24年7月には第12代東京府知事に任ぜられ,同年10月まで在任した.
富田の伝記については,『金融ジャーナル』に連載された吉野俊彦稿 「忘れ られ
た元日銀総裁一富田鉄之助伝」に詳しい,
㈲ 『森有礼全集』第3巻,271-272頁.
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む しろ 彼 は,わ が 国 の 政 治,経 済 お よ び 商 業 の 発 展,物 質 的 繁 栄 に 対 す る 教
育 の 効 用 を 特 に 期 待 して い た の で あ る 。
森 は こ の 質 問 に 対 す る 回 答 書 簡 を 集 め,こ れ に 「緒 論 」 お よ び 関 係 資 料 を
付 して,『 日本 の 教 育 』(EaucationinJaPan;ASeriesofLetterS.AadPtessea
byProminentAmerioanstoArinori.Mori.NewYork:D.Appletonand
く　　
Compapy,1873)とい うタイ トルの もとに,ニ ューヨークの ア ップル トン書
店か ら公刊 した。
森は,こ の書 の 「緒論」 の中で,封 建的儒教道徳 に よって国民諸階層,、と
りわけ武士 階級 の間に根深 く植 えつけ られ た 「賎商意識」が,今 や 日本の近
く　　
代化 に とって大 きな障害 にな ってい ることを指摘 した のち,現 在世界を支配
しつ つあ る 英語諸 国民 の 商業勢力に 対 抗 し,彼 等 の商慣習や商業 の手法 を
熟知 してわが国 の独立を保持 してゆ くためには,も はや何 の役に も立たない
(allreasonssuggestitsdisuse)日本語 の使用をやめ て,新 たに 「改 良され
簡略化 された英語」(SimplifiedEnglish)を国語 と して採用す べ きことの必
(20)1
要性を主張 して,次 の ように述べ てい る。
"ThecommercialpoweroftheEnglish-speakingracewhichnowrulesthe
worlddrivesourpeopleintosomeknowledgeoftheircommercialways
andhabits.TheabsolutenecessityofmasteringtheEnglishlanguageis
thusforceduponus・Itisarequisiteofthemaintenanceofourindepen一
denceinthecommunityofIlations.Underthecircumstances,ourmeagre
language,whichcanneverbeofanyuseou七sideofourislands,isdoomed
toyieldtothedomina廿onoftheEnglishtongue,especiallywhenthepower
ofsteamandelectricityshallhavepervadedtheland,"(傍線 は 引 用 者)
森の悪名高いいわゆる 「英語国語化」論の底意には,実 は英語を国語化する
ことによって,英 語諸国民の強力な商業勢力(commercialpower)からわが
国の独立を守ろ うとする意図が潜んでいた。森はそれほど国家主義者であっ
⑱ 『森有礼 全集 』第3巻,209頁 以下 にそ の原文 か収録 され てい る.
⑲ 同上書,263-264頁.
⑳ 同上 書,266頁.
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たのである。
未だ 「学制」(明治5年)も制定されない時分か ら,商 業学校を設立せんと
した森の先見 と努力は,当 時 と してはまさに破天荒の試みに属す る。外国商
人の手に 握 られた 「貿易商売 ノ権」の 回復を わが国の独立と 日本国民の幸
福にとって 「至重至大 ノ急務」と していち早 く把え,こ の 「商権の回復」を
日本人たる者の義務だと断 じた福沢諭吉でさえも,明 治2年1月,門 下生の
早矢仕有的(はやし・ゆうてき)に勧めて,わ が国最初の貿易商社 「丸屋」を'
創業 させ,こ の 「会社 ヲ以テ商売学校 ト見傲 シ,… …実際執行 ノ道場 トシテ
ゆ 　
歳 月務 メ」 ることを意 図 したに とどまったのである。
2.森 氏私立商法講習所設立の経緯
「わが国商業学校の濫筋」 といわれ る森氏私立商法講習所の設立は,森 の
非公式なホイットニーの招聰な らびに来朝と表裏一体の関係にある。 もっと
くだいて言えば,在 米中商業教育振興の必要を痛感 した森は,富 田鉄之助の
助力を得て,ホ イットニーをわが国商業教育の指導者に迎えるべ く,非 公式
に招聰 してその内諾を得,帰 朝 して要路に推薦 したが,一 顧だにされなかっ
た。そ こで彼は,種 々奔走の結果,東 京府知事大久保一翁や渋沢栄一の尽力
によってホイッ トニーの雇傭 ・校地の無償提供な ど東京会議所の絶大なi援助
を受け,ま た福沢諭吉,箕 作秋坪 らの協力を得て,私 立の商法講習所を開設
し,ホイ ットニーを迎えたとい うのが,経 緯のあ らましである。
.この点に 関 して,渋 沢は後ほど,『青淵回顧録』上巻(昭和2年8月刊)の
く　
なかで次 の よ うに語 ってい る。
「丁度明治七年頃,当時米国にあつた森有礼氏から,時の東京府知事大久保一翁氏に
宛てΣ,米国に於ける実業教育の盛んである事は実に想像以上であるが,日 本にも
是 非同様 の ビズ ネス ・ス クールを建 てたい と思 ふか ら,何 分 の助 力 をお願ひ致 した
いと頼んで来た。処で大久保知事も大分進んだ考へを有つて居つて,森 氏の企ては
⑳ 拙稿,上 掲論文,1～2頁 を参照.
⑳ 小貫修 一郎編著r青 淵回顧録 』上 巻,1927年 青淵 回顧録刊行会 刊,434-435
頁,
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至極結構な事であるか ら是非実現させたいものであると思ふが,何分にも東京府に
は資金が無いので府として援助する道が見出せない。そこで大久保知事は一日私を
訪問して相談されるには,旧幕時代に白河楽翁が江戸の人達に節検を勧めて蓄積 し
た金が共有金といふ名義で残つて居 り,貴方が其の共有金を保管して居 られるが,
之を利用して ビズネス ・スクールを 設立するのを 援助 しては 何うかと話し込まれ
た。其の共有金といふのは江戸町会所の時代に積立てたもので,それを東京会議所
に於いて引継ぎ保管 して居 り,私が其の会頭として保管の任にあつたので斯ういふ
相談に与つたのである。私は予て実業教育の必要を感 じて居 り,何 うかして秩序あ
る実業教育を施したいと考へて居つた際なので,直 ちに同意して関係者の会議を開
き,其の計画に賛成する必要ある理由を陳べた処が,畠 ひ他の役 も同意されたの
で,学校の費用は一万円位入用であるといふ事であつたから,取敢ず共有金の中か
ら八千円ばかりを出して助力する事とした。そこで大久保氏も非常に喜んだが,殊
に ビズネス ・スクールを設立する事を提議した森有礼氏は,意外にスルスルと補助
費が出たので,自 身でも一万円ばかり工面して,翌年の夏頃に京橋の尾張町に商法
講習所という小さい学校を開き,商業教育に経験あるホイツトニーといふ米国人の
教師を雇うて授業を開始し,約一年ばか り経営 したのである。此の商法講習所は学
校といふよりも寧ろ家塾といつた方が適切である様な小規模の物で,生徒も三十人
足 らずの小人数であつたが,之れが兎も角も我国に於ける商業教育専修の学校が出
来る最初であつたのである。」(傍線は引用者)
従来の通説では,森 は既に在米 中に ホイ ッ トニーの傭 い入れ を文部省に交
渉 したが 聞き容れ られ ず,明 治6年7月 に帰国 したのち も更に説得に努めた
が遂に成功 しなか った,と 謂 われ ている。それは恐 らく事実 であろ う。 しか
し,残 念 なが ら,そ の交渉や説得 についての確 証は未だ得 られ ていない。 ま
た,上 記 の 『青淵 回顧録』に よれば,「丁度明治七年頃,当 時 米国にあつた森
有礼 氏か ら,時 の東京府知事大久保一一翁氏に宛 て 瓦,… … 日本に も是非 ビズ
ネス ・ス クールを建てたい と思 うか ら,何 分 の助力をお願 い したい と頼 んで
来 た」 との ことであ るが,そ れ を裏 づける肝心 の大久保宛の森の書簡は発見
され ていない。 いずれにせ よ,今 日保存 され ている関係資料 の示す ところで
は,森 が明治6年(1873)7月23日に ア メリカか ら帰国 して以後,東 京府知
事大 久保一翁の 斡旋に よって,ホ イ ッ トニー の 雇傭 と 「ビズネス ・ス クー
ル」 の設 立につ いて東京会議所会頭 の渋沢栄一 に協力を求めた ことは確かで
あろ う。 渋沢は,上 記の 『青淵回顧録』(その肇行が昭和2年 であることに注意)
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では,「私は予て実業教育の必要を感 じて居 り,何うか して秩序ある実業教育
を施 したいと考へて居つた際なので,直 ちに同意 して関係者の会議を開き,
其の計画に 賛成する 必要ある理由を 陳べた処が,幸 ひ他の役員も同意され
た」(傍線は引用者)と述べているが,実 はそ うではない。 彼は,殊 更に巨額
の金を費 してかかる外国人教師を雇って商業学校を設ける急要な しと主張 し
て反対 したのであった。 この点に関 して,渋 沢 自身が明治18年7月 東京商
(23)
業学校卒業生徒仮卒業証書授与式の演述のなかで,こ う反省 している。
ノ
「予 力妓 二言 ハ ン ト欲 スル所 ノ者 ハ即本校 今1ヨニ至 ル迄 ノ沿 革 ナ リ只 此 ノー事 子等
力注 意 ヲ喚 起 スル ニ於 テ充分 ナ リ ト考ヘ リ何 トナ レハ本校 ノ沿革 ヲ知 ル唐ハ予 力本
校 二於 ケル従 来苦心 ノ度 ヲ知 ル 「ヲ得ヘ ク而 シテ予 力左迄苦 心 シ タル所 以 ハマ タ偶
然 ニアラサ ル所以 ヲ知 ルヘ ヶ レハナ リ抑本校 ノ起源 ハ明治 七,八 年 ノ交 ニア リ七年
東京会議所 議 員ハ 商業教 育 ノ 必要 ヲ陳 ヘ テ 之 ヲ府知事 二 上 請 セ シカ会 ミ森 有礼 君
(此ノ時合衆 国弁 理公使 タ リ)此 ノ事 ジ聞 キ深 ク 其 ノ挙 ヲ嘉 シ 自ラ教師 ヲ選 ハ レ八
年八 月 二至 リ米人 ウヰ ッ トニー氏教師 トシテ来航 セ リ此 ノ時 予 ハ会議所 ノ会頭 タ リ
シカ以為 ヘ ラ ク今 日二当 リテ殊更 二巨額 ノ金 ヲ費 シ教師 ヲ聰 シテ商業学校 ヲ設 クル
ノ急要 ナ シ ト因 リテ府知事 二就 キ之 ヲ止 メン トセ シカ臣巳 二会議 所議 員 ノ上請 セ シ
所 ナ レハ今更中止 ス ル能 ハス トテ乃 会議所 二於 テ同氏 ヲ雇 ヒ之 ヲ商法 講習所 二貸 与
シ而 シテ同所 ノ教務 ハ森 君専之 ヲ管理 セ リ当時 予 力筍 ニモ此 ノ如 キ謬見 ヲ懐 キ シバ
固 ヨ リ予 力不 明 ノ致 ス所 ナ レ隠未 タ我 力国商業社 会 ノ 況 二 通 セサ ルノ'ナ リ其
ノ後両 三年 ヲ経熟 ヒ商業 ノ景勢 ヲ実見 スル ニ従 ヒ予 ハ実 二前 日ノ謬見 ヲ悔ユ ル ニ至
レリ宙 二之 ヲ悔ユ ル ノ ミナ ラス進 ミテ商業教育 ヲ振作鼓舞 セ ン ト欲 スル ノ念頻 二切
ナル ニ至 レリ」(傍線 は 引用 者)。
渋沢はまた,明 治33年2月 に刊行されたr青 淵六十年史,
ゆの
発達史』第1巻 のなかで,こ うも語 っている。
一名近世実業
「元 ト商業学校 ノ起 リハ,其 初 メハ明治七 年頃 テア リマス,皆 故人 ニナラ レマ シタ
カ,大 久保 一翁君 力東京府知事 ノ時,森 有 礼君 力亜米利 加 二行 カ レマ ス時 分初 メテ
東京 二商業教育 ノ コ トノ企 テ ヲナサ レ,当 時 東京 二会議所 ト云 フモ ノカ御座 イマ シ
㈲ 明治18年7月25日 付官報第620号所載学 事報告.都 市紀要8『 商法講 習所 』,
1960年東京都 刊,33頁所収 の原文 に よる.
㈱r青 淵先 生六十年 史一 一名近世実 業発達 史』第1巻,1900年 龍門社 刊,801
頁.
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テ,其 会議 所 ノ人 々二謀 ッテ ビユ ジ子 ス,ス クール即 チ商業 学校 ト云 フモ ノヲ組立
ル コノ評議 力御座 リマ シ タ,会 議所 ノ議 員 力至極宜 カロ ウ ト其議 ヲ賛 シテ,遂 二森
君 力亜米利 加 二於 テ,明 治 八年 ホイ ツツ ニー ト云 フ教 師 ヲ雇 フテ,日 本 二送 ッタ ノ
カ ソモ ソモ今 ノ高等商業学校 ノ濫膓 テ御座 イマス,ソ ノ頃 ニハ今 申 シ タ会議 所 ハ,
私共 モ其 一人 テ ア リマシテ,自 カ ラ思 ヘ ラ ク,マタ今 日ノ時 節 二,斯様 ナ外国 人 ヲ商
業教育 ノ為 メニ雇 ツ タ ト云 ッテモ,唯 経費 ヲ浪 費 スル ニ止 マ ツテ果 シテ ソレ丈 ケ有
益 ノモ ノテア ラ ウカ無 カ ラウカ ト云 フ鑑定 ノ着 キマセ ン為 メニ,其 ノ費用 ノ支出 二
就 キ,始 メハ私共 モ異論 ヲ申 シター人 テ アツタ,併 シ既 二約束 モ整 ヒ,其 教 師 モ来
ル ト云 フ事 カ ラ,遂 二校 舎 ヲ開 イテ,其 事 ヲ会議所 ノ中 カ ラ相談 シテ,森 有 礼君 力
担 当ス ル ト云 フテ成 立 チマ シタ」。(傍線 は引用者)
渋沢は反対は したが,結 局,東 京会議所 としては 「ビズネス ・スク・一ル」
の設立に協力す ることにな り,そ の敷地や資金の工面に骨を折ることになっ
た。 明治6年10月,東 京府知事大久保一翁は正院へ商法講習に関する次の
く　 ラ
よ うな上 申を行な ってい る。
府下会議所頭取 ノ者ヨリ商法講習ノ義二付別紙ノ通願出候二付,森有礼ヘモ問合候
処同意ノ趣,右 ハ開化ノー端ニテ御差支ノ筋モ無之二付,聞 届置候間此段申上候也
明治六年十月'東 京府知事 大久保一翁
右大臣 岩倉具視殿
〔別紙〕
商業ノ書籍致講習候儀iハ当今必要二候処弁理公使森有礼殿帰朝後右商業講習ノ儀被
及相談候間一同衆議仕候処必要ノ事件二付右商法講習所取立申度依之木挽町八丁目
八番地所御下渡被下度此段奉願候以上
十月三十一 日 藤 田 藤四郎
田 畑 謙 蔵
東京府知事 大久保一翁殿
この上申は,「商法講習所沿革」(旧東京府庁文書 「董法令類纂」所収)に見え
　　の
る 一一節 と も 一 致 して い る 。
先二前 ノ米国駐剤ノ我力弁理公使森有礼君力帰朝ノ後二当 リ,西洋商法ノ書籍 ヲ講
習スベキ応二当今ノ必要二在ルベキヲ以テ府知事公 ト商法講習所開設ノ事ヲ協議セ
㈲ 『森 有 礼 全 集 』 第1巻,791-792頁.
㈲ 同 上 書,804頁.
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シ 「ア リ,明 治六年十 月三十一 日府庁 ハ会議所 二該校 ヲ開設 ス ベキ 「 ヲ説諭 シ,其
地位 ヲ指示 ス,乃 チ之 ヲ奉 シ木挽町八丁 目十 三番地 ヲ下 与 セ ラ レン「ヲ申稟 ス
(27)
以後の経過は,次 の資料に明 らかであろ う。
森有礼儀商法書籍講習之儀其掛ヨリ願出候二付正院へ御届二及ヒ聞届候間此段相達
候事
但木挽町八丁目八番地所下ケ渡方ノ儀ハ尚取調更二可相達事
明治六年十一月十 日 東京府知事 大久保一翁
森公使商業講習所 ノ儀二付相伺候処許可ヲ蒙 リ候二付右地所ハ兼テ願置候木挽町八
丁 目八番地当所工御払下被下度左候ハ ・森公使 ト相談ノ上人民商業講習所 ト相定申
度奉存候
明治六年十二月三日
御 掛 御 中
会 議 所
か く校地のさげ渡 しが決まったので,森 はホイ ットニーの雇傭や建物の建
築その他の資金の獲得に奔走 した。商法講習所の設立を私立で進めるほがな
か ったか らである。 このとき,森 を積極的に 援助 したのは,明 六社の学者
グループ・とりわけ福沢諭吉と箕作秋坪であった。福沢は,森 の依頼に応 じ
て,明 治7年(1874)11月1日,著名な ▼「商学校 ヲ建ルノ主意 附 商法学校
科 目拉要領」と題す る寄付金募集の趣意書を起草 した。 この一文は,商 法講
習所の 目的と性格を知るうえに極めて重要な ドキ三メン トであるので,そ の
(28)
全文を掲載することにする。
人 間 ノ事務 ニハ内外公私 ノ別 アルヨ リ其有 様 ヲ比較 セザ レパ軽重 ヲ断 ズ可 カラズ,
昔 鎖国 ノ世 二在 テハ商 人 タル者 ヨ ク国内 ノ商法 ヲ取 扱 ヒヨ ク国 内 ノ景気 ヲ察 シテ其
機 ヲ失 スル 「アラザ レバ乃 チ大 二家 ヲ興 シテー 大商 売 ノ名実 ヲ全 フシ,一 身 ノ生計
モ立 チ世間 ノ便利 ヲモ達 シテ内外公私 ノ分 ヲ尽 シタル者 ト云 フ可 シ,此 時代 ニハ 日
本 ノ商入唯国 内 二於 テ相互 二其 身 ノ有 様 ヲ比較 シ,此 ハ彼 ヨ リモ富 デ巧 ナ リ,彼 ハ
此 ヨ リモ貧 ニシテ拙 ナ リ トテ,其 栄辱唯一 国 ノ内 二止 マル コナ リシカ トモ,今 ヤ外
国 ト貿 易 ノ取 引始 マル ニ及 デハ事 物 ノ景 況頓 二面 目 ヲ改 メ,復 タ旧時 ノ有様 二安 ン
鋤 『森有礼 全集 』第1巻,792頁.
鰺 同上 書,809-815頁,
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ズ可 ラズ,彼 ノ富 ト云 ヒ巧 ト云 ヒシモ ノハ内 ノ富 ナ リ,内 ノ巧 ナ リ,古 二公 ト思 ヒ
シモ ノモ今 ハ唯一 国内 ノ私 ノ ミ,今 日二至 テハ全 日本 国 ノ富 ト諸商 人 ノ才力 トヲ「
二合 シ其全 体 ノ強 弱大小 ヲ以 テ西洋各 国 ノモ ノニ比較 セザ ル可 ラズ,目 今 ニテモ或
ハ諸開港場 二於 テ外 国人 ト商売 ト取組 ミ,一 時 二勝利 ヲ得 テ数 万 ノ富 ヲ致 ス者 モ ア
ラ ン ト難 モ,其 実 ハ外 国人 ト戦 テ勝 タルニ非 ズ,他 ノ日本商 人 ガ拙劣 ナル ガタ メニ
意外 ノ僥倖 ヲ得 タル ノ ミ,外 国 ト戦 タルニ非 ズ,内 国 ノ同士 打 ナ リ,故 二外 国 ヲ相
手 二取 テ商 法 ノ鋒 ヲ争 ハ ン トスル ニハ内外全 体 ノ勝敗 ヲー年 二平均 シ,又 十年 亭計
算 シテ始 テ双方 ノ巧拙 貧富 ヲ知 ル可 キ ナ リ,之 ヲ今 ノ商 人 ノ公務 ト云 フ今 ノ日本 ノ
商法 ヲ以 テ 外 国 二敵 ス可 ラザ ル ノ 箇条 ハ枚挙 二 邊 ア ラズ ト難 トモ 髪 二其一 ヲ示 サ
ン,田 舎 二小店 ア リ万 屋 ト云 フ,呉 服太物 ノ仕 入 ア リ,下 駄傘 ノ売物 ア リ,婚 礼 ノ
諸道具葬式 ノ品物悉皆 コノ店 二於 テ調 ハザルモ ノナ シ,店 先 キ ハ煩 ハ シ ク繁 昌 シテ
主人 モ柳 力得意 ノ顔色 ナキ ニ非ザ レ トモ,此 万屋 ノ帳場 二至 テ其 内情 ヲ問 フニ品 ノ
仕 入 バ 一ー切都会 ノ問屋 ヲ仰 キ,問 屋 ノ命 ズル元価 ヲ以 テ元 二定 メ,僅 ニー割 力二割
ノロ銭 ヲ取 ル ノ ミニテ其呉服 ハ何 レノ地 二生 ズ ルモ ノ歎,其 下駄傘 ハ何人 ノ手 二成
ルモ ノ歎,誰 ノ手 ヨ リ誰 ノ手 二移 リ問屋 ハ何 ノ用 ヲ為 シテ幾 何 ノ利益 アルモ ノ歎,
問屋 ノ帳合 ハ何 様 ナル欺,其 主人番 頭ハ何等 ノ働 アルモ ノ歎,是 等 ノ事 情 二就 テハ
夢中 ノ夢 ニテ之 ヲ告 ル者 モナ ク,之 ヲ知 ラン トス ル ノ意 モナ ク,唯 問 屋 ヨ リ授 ル所
ノロ銭 ヲ戴 ク ノ ミ,仕 入買 出 シノ事 情斯 ノ如 シ,又 コノ万 屋 ヨ リ積 出 シテ問屋 へ送
ル産物 ノ捌方 モ同様 ノ取扱 ヲ蒙 リテ,仕 切 ハ問屋 ノ勝手 次第,都 会 ノ問屋 ガ田舎 ノ
商人 ヲ生捕 ル トハ此事 ナ リ,大 都会 三住居 スル大 商人 ノ眼 ヲ以 テ此万屋 ノ主人 ヲ見
レハ亦慈 笑 ス可 キ ニ非 ズヤ,然 ルニ今此大都 会 ノ大商 人 ナル者外 国人 二対 シテハ却
テ万屋 ニモ阯 ヅ可 キ所 業 ヲ為 スハ何 ゾヤ,万 屋 ノ主人其有様 ハ慈 ム可 シ ト難 トモ時
トシテハ都会 ニモ出掛 テ 兎 二角 二問屋 ト直談 ニテ 事 ヲ掛合 ヒ 交通 モ 自在 ナ リ,差
引 ノ勘定 モ燈 ナ リ,趾 ル ニ足 ラザ ルナ リ,然 ル ニ今 ノ日本 ノ商 人ハ外国 ノ品物 ヲ買
フニ其来 ル処 ヲ知 ラズ,自 国 ノ物 ヲ売 ル ニ 其行 ク処 ヲ 知 ラ〉く,横 浜神戸 二在 留 ス
ル外 国人 ヲ仰 デ其取 次 ヲ頼 ムニ非 ズヤ,開 港場 ノ外 国人ハ問屋 二非 ズ亦製造 家 二非
ズ正銘 ノ仲 買ナ リ,此 仲 買共 ヲ開港場 ヨ リ打払 フ ニ非 ザ レパ 日本 ノ商売 ハ連 モ盛 大
ノ見込 アル可 ラズ,其 理甚 ダ明 ナ リ ト難 トモ方今 ノ景 況 ニテハ却 テ此仲 買 ノ為 二窒
メラ レ,既 二主客 ヲ異 ニス ル程 ノ勢 ニテ 「ロン ドン」 「パ リス」 ノ問屋 へ直談 ナ ド
ノ話 ハ前途 尚遙 ナ リ,況 ヤ今 ノ学問 ノ有 様 ニテハ外 国人 ト文通 モ不 自由 ナ リ,其 帳
合 ノ法 モ解 シ難 キモ ノ多キ ヲヤ,百 方 ヨ リ之 ヲ観 テ商売 ノ事 二就 テハ我 国 二勝利 ノ
見込甚 ダ少 ナ シ ト云 ハザル ヲ得 ズ,田 舎 ノ万 屋二 及ハザ ル 「遠 シ
日本 ノ交明未 ダ進 マズ シテ何 事 モ手後 レ ト為 リタル世 ノ中 ナ レパ,独 リ商法 ノ拙 ナ
ル ヲ各 ル ノ理 ナ シ,何 事 モ俄 二 上達 ス可 キ ニ非ズ,唯 怠 タ ラズ シテ 勉強 ス可キ ノ
ミ,維 新以来 百事皆進歩改正 ヲ勉 メ文学 ヲ講 ズル者 ア リ,芸 術 ヲ学 ブ者 ア リ,兵 制
ヲモ改革 シ,工 業 ヲモ興 シ頗 ル見 ル可キ モ ノ多 シ ト難 トモ 、今 日二至 ル マデ全 日本
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国 中 ニ 一ー所 ノ商学校 ナキハ何 ゾヤ,国 ノー大欠典 ト云可 シ,凡 ソ西洋諸 国商 人 ア レ
バ必 ズ亦 商学 校 ア リ,猶 我 武家 ノ世 二武士 ア レパ必 ズ亦剣術 ノ道 場 アル ガ如 シ,剣
ヲ以 テ戦 フノ時代 ニハ剣術 ヲ学 バザ レバ戦場 へ向 フ可 ラズ,商 売 ヲ以 テ戦 フ ノ世 ニ
ハ商法 ヲ研 究 セザ レバ外 国人 二敵対 ス可 ラズ,筍 モ商人 トシテ内外 ノ別 ヲ知 リ,全
国 ノ商戦 二眼 ヲ着 スル者ハ勉 ル所 ナ カル可 ラズ,亜 国 ノ商法学士 「ホ ウヰ ツ ニー」
氏積年 日本 二来 テ商法 ヲ教 ン トスル ノ志 ア リ,森,富 田両氏 ノ知 ル人 ナ リ,東 京其
他 ノ富商大 質各 其分 ヲ尽 シテ資金 ヲ出 ス ノ志 ア ラバ両氏 モ亦 周旋 シテ其志 ヲ助 ヶ成
ス可 シ,森 有礼富 田鉄之助君 ノ需 二応 ジテ 、
明治七年 十一 月一 日 福 沢諭吉 記
商法学 校科 目並 要領
欧羅 巴 ノ諸貿 易国 二於 テハ商会或 ハ銀行 ノ業 ヲ創 ムル ニ当テ首 トシテ左 ノニ件 二着
手 ス,即 チー ハ適宜 ノ帳簿類 ヲ購 得 スル事一 ハ相応 ノ主 簿 ヲ傭使 スル事是 ナ リ。
抑 帳合 ノ法 ハ正確 神速 ニシテ殊 二了解 シ易 キ ヲ専一 トス,若 シ不 カ ラザ ル時 ハ決 テ
入込 タル盛 大 ノ商 業 ハ営 ミ難 シ,之 二反 シテ帳合 ノ法整頓 ス ル トキハ之 二依 テ其社
中 ノー致 ヲ保 シ共働 ヲ進 メ商 事 ヲシテ極 テ簡易 無難 ナ ラシム
世 ノ商売 ノ内 ニハ巧 二商業 ヲ営 ムモ ノ少 ナカ ラズ,然 レ トモ或 ハ任 二当 ラザル主 簿
ヲ傭役 スル ヨ リシテ自家 ノ商事 二疏 クナ リ,僅 二此一 事 ノ為 二終 ニ ソノ産 ヲ失 フニ
至 ル者 ア リ
盛 大 ニシテ且 多端 ナル商業 ヲ営 ム者 ハ必 ズ本式 ノ帳 合法(ド ッブ ルエ ンタ リ)ヲ 用
フベ ク,又 簡略 ナル商業 ヲ営 ム小商 人 二至 テハ略式 ノ帳合法(シ ングルエ ソタ リ)
ヲ用 フベシ
政 府 ノ諸官 省 二於 テハ熟 練 シタル主 簿 ヲ傭役 シ常 二正 シ ク諸帳 簿 ノ帳合 ヲナサ シ メ
シアゲ
以テ完帳前 ノ出納ノ景況及出納ノ金額等ヲ知ルヲ必要ナリトス,又諸商家二於テハ
毎月⊥度乃至数度諸帳簿ノ帳合 ヲナスベシ,殊 二銀行二於テハ毎 日事務 ヲ終ル時二
怠 ラズ帳合 ヲナスベキ也
商家ノ大帳ニハ勘定向ノ事 ヲ夫々委シク記載シアル故此大帳ノ帳合ヲ見ル トキハ何
時ニテモソノ出納ノ実況ヲ知 リ,加之所有物ノ増減貸借金ノ多寡 ヲ確知セントスル
ニ当 リー 目瞭然 ナ リ,政府 ノ帳簿モ右等 ト同様ノ訳ニテ只出納ノ大ナルヲ異ニスル
ノ ミ
官署,銀 行,商家ニテハ日々出納金ノ差引勘定 ヲナサぐル可カラズ,而 シテ金銀出
入帳 ト大帳 ト突合フ トキハソノ勘定正確ニシテーモ遣脱ナキヲ証ス
総テ帳面上ノ諸勘定ハ何 レモ互二相平均セザル可ラザルモノ故,之 ヲ平均セント欲
セパ宜 ク腺売ノ金高ヲ合算スベシ,而 シテ桁桁 ノ勘定夫々相平均シテ過不足ナキ トシァゲ
キハ則完帳 二至 ルナ リ'
ヨ ス シ メ
金高 ヲ記 ス数字 バー列 二認 ムベシ,然 ル トキハ之 ヲ寄 ル ニ甚容易 ナ リ,締 高互 二平
、
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サ ンチガ ヒ
均スル トキハ 謬 算 ナシ ト知ルベシ,若 シ又平均セザル トキハ能々吟味シテ謬算ノ
廉 ヲ見出スベシ
商家ノ大帳 ト日記帳 トハ恰モ商売取引ノ由来ヲ記シタルモノノ如シ,故 二此帳面ノ
首二見出シノ丁数 ヲ記シ置ク トキハ其丁数二従テ帳面 ヲ調べ何時ニテモ会計ノ実況
ヲ確知スベク,又後年二至 リテ事務取扱ノ証拠 トナリ当時 ノ事跡歴然 トシテ紛乱ス
ル「ナシ
凡ソ主簿タルモノハ諸取引向及 ビ夫々ノ利得有品ノ種類等逐一二部 ヲ分テ帳面二書
留,確実ナル書上 ヲナス トキニ当テソノ帳面中僅ニ 一ー枚 ノ書留 ヲ見ル ノ ミニテ直二
之 ヲ書上ル様ニナシオクベキ「ナリ
商法学校ニテ脩業セント欲スル生徒ハ習字,筆 算,読書 ノ三事ヲ心得ザル可カラズ
此学校中ニハ夫々局 ヲ分チー局ハ銀行一局ハ船問屋一局ハ製造品問屋 トシソノ他諸
商売ノ為ニー局宛 ヲ設ヶ各局二生徒ヲ置テ各々ソノ商業 ヲ掌ラシム,而 シテ仮二紙
幣ノ形チヲ造 リ之ヲ生徒二授ヶテ品物ノ売買ヲナサシメ恰モ真二営業シアルガ如ク
校内二於テ銀行,商会,船 問屋等ノ取引向ヲ行ハシム
右 ノ如クスル トキハ生徒等実地ノ経験 ヲ得テ終ニハ各自二取引 ヲナスニ至ルベシ
校内教授ノ科目ハ大略左 ノ如シ
運上所 ノ事務0品 物ノ輸出入法O為換取組方○掛合状,掛取状,仕 入状,積 荷送
状 ノ認方○荷物 ノ請負方0商 物質入方0金 談ノ仕方0引 当物ノ取方○引負金内払
ノ仕方0荷物庫預ヶノ仕方○荷物引受人ノ勤方○庫入預 リ手形 ノ功用0仲 買商法
○請負又ハ無請負世話料ノ割合方○証書裏書ノ仕様○証書調印ノ仕方O証 書ノ利
バ ネ
害並其当務O船 積荷物 ノ内運漕中損失 ノ分取扱方O海 上擾荷ノ節総平均 ノ仕方
○請合料取立方,損 失ノ証拠用意ノ仕方○銀行差配人貸金談判ノ仕方並銀行諸役
シメ ギ
ノ勤方0搾 ニテ書状写取方O書 状ノ書方,折 方,封 方,封 印ノ仕方○郵便税ノ払
フテ ウ
方○暗号ニテ電信 ノ贈答方
右之外良商タル者 ノ心得ザル可ラザル数多ノ要務 ヲ教授ス
語二日学問ノ教ハ権力ノ源ナリト,此語一般ノ人ノ守ルベキ者ナル内ニモ別シテ商
人タランモノ・深ク心 二留ム可キ語ナリ,故二云 ク此商法学校ハ国ノタメニ片時モ
捨置難キモノニテ今 日コレヲ建ルモ或ハ既二晩シ ト云テ可ナ リ
入費ノ概算
一 五 千 両 学校建築
一一 千 両 校内諸具
一 四 千 両 外国教師住居建築
〆 一 万 両
右バー時入用
一 三 千 両 外国教師給金
一 千五百両 助教師並 二会計方給料
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〆 四千五百両
右ハ毎年入用ノ分
生徒出金
右ハ学校世話人へ謝金学校修覆校僕並二其他入用 ト見積若残余アレバ学校毎年入
用 ノ分二入ル
商法講習所設立の趣旨が 外国商人に 敵対 し得る 商人の 育成にあった こと
は,い うまでもない。付録の 「商法学校科 目拉要領」は福沢の筆に成るもの
(29)
か否かは明確でないけれども,「これは アメリカの商業学校規則の一 その
(30)
ままの翻訳でないに しても かな り忠実な説明である」。 その前段は簿記
(31)
と,ア メリカの連鎖組織商業学校が採用 していた 「模擬商業実践」 とについ
ての詳 しい説明である。以後,こ の 「模擬商業実践」方式が,当 商法講習所
を初め,続 いて設立された神戸商業講習所,岡 山商法講習所,夫 坂商業講習
所等で採用され るようになったことは,周 知の通 りである。
寄付金は思 うように集まらなかったが,大 久保一・翁,渋 沢栄一 らの尽力に
よって東京会議所保管の共有金(陀 分積金」)からホイ ットニーの雇傭費が支
出されることになった。また,勝 海舟 も金1,000円を寄付 した。この勝の寄
付金申し込みについて勝が森に宛てた次の書簡がある。
前文略此度貴兄米国人商法鍛煉ノ教師御招量相成候旨是誠二後年ノ基礎当今不可欠
ノ良挙 ト存シ甚雀躍仕候亦同人ヨリ承候ヘハ云ニモ有之社モ未タ御着手二及ヒ難ク
ヤノ由喜歎相半シ慨歎ノ事共存候些少ニハ候ヘモ金千円程差出貴兄ノ高挙ヲ相助申
度 ト存候御許容被下候ヤ否鳥渡御回答希候也
八月廿八日 安 芳
森有礼殿
森 は,勝 のこ9C)好意を謝 して8月30日 付け で,「……御寄付被下候段実 二感
侃 ノ至 二不堪謹 テ盛意 ヲ領候 ……」 と返書 を したため てい る。 しか し,こ の
㈲ 慶 応義 塾編纂r福 沢諭吉 全集』第20巻,第2版,1971年 岩 波書店 刊,125頁
の 「商学校を 建 る主意」註 を参照.
㈹ 西川孝治郎 著,上 掲書,237頁。
㈹ 「模擬商業 実践」 につ いては,上 掲 『商 法講 習所』,59頁以 下お よび永 田義 直編
『兵庫 県立第一神戸 商業学校六十年 史』,1938年刊,176頁以 下を参照.
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寄付金の使徒については,公 私の別があいまいにされたために,の ちほど森
(32)
と東京会議所,商 法講習所 との間に行き違いが生 じた。
なお,森 自身 もア メリカか ら持ち帰 った書物 を売却 して金7,000円を商法
(33)
講習所の設立資金にあてた。
この ように商法講習所 の設立につい ては,森 はホ イ ッ トニ ーの招聰,建 物
の建築,資 金調達にかな り 苦 しい工面を してい る。 しか し,ホ イ ッ トニー
は,そ の ような事情 は知 る由 もな く,唯 ひたす らに森の言葉 を信 じていつ ま
でもその返事を 待っていた。 ホイ ヅトニー夫妻は 森の指図が 待ち切れな く
て,家 具を送 り出し,経 営する学校を他人に譲渡 し,財産を処分するなどし
BZr商 法講 習所』,52頁以下 を参照.
B3こ の点につい て,木 村匡編r森 先生伝 』(1899年金港堂書籍 刊)77-78頁には
次Qよ うな記述が な され てい る.「 先生(注,森) .は米 国 よ り齋 ら し来 りた る書
籍 を基 本 と して書籍 館を私設せ ん ことを企 図せ り.事 未た成 らさ るに其企 図変 し
て女学 校開設 と為れ り.乃 ち其書籍 を売 て資 金に充 てん と し外商 ハー トレーの鑑
定を 得て之 を文部 省に納 め,其 得 る所 の七 千円を以 て築地 に女学校 を建設す.時
に女学 校の必 要は政 府の認識す る所 とな り,己 に東 京女学校あ り開拓使女学校 あ
り.是 を以 て更 に前 議を変 して商業学校 を設立せ ん ことを企 図せ り.是 実 に今の
高等商業学校 の濫膓 に して 当初は先 生の私有 な りき」,と.こ の書籍 館,す なわ
ち図書 館設 立 の構 想云 々の話は ど うい う典拠 に拠 った ものか判然 と しないが,類
似 の話は 駐米 日本公使 館書記 チ ャー ルズ ・ラ ンマ ンが1882年に公 刊 した 『日本
の指導者』(CharlesLanman,LeadingMen(ゾノaPan,Boston,1882)のうち
のArinoriMoriにもあ り,1871年(明治4年)弁 務使 と して ア メ リカ駐在中,
国務大臣 フ ィシ ュが森 に対 して,ア メ リ・力政府 ほ例 の下 関事件 の償 金を 日本に返
還 す る意志 のあ る ことを告げた時,森 は言下 に,も しその償金が返 還 され たな ら
ば,自 分 は この金 で東京市 に一大 図書館 を設 立す る提 案を行 な うで あ ろ うと答 え
た と謂 う(『森有礼全 集』第3巻,474頁).また雑誌 『日本』第14号(明 治22年
2月)に も 「森子爵 の逸事」 と して,「君(注,森)は 米国 に在 留中用度 を節 して
、 財を蓄 ふ ることに汲 々た りしかば,当 時節 倹家の称 あ りしが,米 国を去 るに臨 み
悉 く其 蓄財を投 じ有益な る書籍 数百冊を購 入 し,帰 朝 の後 ち東京府 下銀座街 に一・
の私立書籍 館を設 け,普 く公衆 の閲 覧に供 し世 人を啓発 せん ことを勉めた り.是
に至 りて嚢 に君を 評 して節倹家 と し暗 々裏 に吝 商家視 した る者却 て其用意 に服 し
た り.然 るに 当時 英書を読む 者未だ多か らざるを以 て,同 館 に就 きて閲 覧を求む
る老家 々数 ふ るに も 足 らぬ程 なれば,君 は書籍 館の 効能 の当時 に 砂 な きを察知
し,一 切其 書 籍を売却 して同館 を閉 ぢ,其 資金を本 とし他に 同志 の賛助を求 めて
商業学校 を新 設 し,有 為の少年子 弟を教育 して真正 の商人た らしめん こ とを勉 め
た り,是 を我 国に於 け る商業学 校の噛矢 とす」(『森有 礼全集』第2巻,528頁)と
記 され てい る.し か し,こ の よ うな図書館設 立 の失敗か ら商法講 習所の開設 とな
った とい う話は事実 にそ ぐわ ない.こ れは恐 らく,森 が 商法講習所設 立の資金 の
ため に,ア メ リカか ら持 ち帰 った書籍を売却 した ことか ら生 じた誤伝 であ ろ う.
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て,積 極的に渡航の準備を進めた。夫人は森の通知を受け取った時,感 激 し
て 「オ ・わが霊魂 よ,エ ホバを讃え まつれ」 と神に感謝 した と謂 う。 ホイ ッ
トニ 一ー・一一 家 が 横 浜 に 到 着 した の は,明 治8年(1875)8月6日 で あ った 。
しか し,来 朝 した ホ ィ ッ トニ ーに 対 して,森 は 不 可 解 に も,き わ め て 冷 淡
な態度 を とった。 この点につ いて,福 沢諭吉は ア メリカへ帰任 した富田鉄之
助 に 宛 て て,明 治8年8月31日,つ ま り,
(34)
してか ら四週間後に,こ う書 き送 っている。
ホイ ッ トニー一家が横浜に到着
「商学 先生(注,ホ イ ッ トニー)着,先 づ其方(注 、木挽町 の森 の邸宅)え 御 引移
の積,明 日と申処 に定 り(注,ホ イ ッ トニー一家 はそれ まで精 養軒 ホテルに滞在 し
ていた),唯 今 おぬい様(注,富 田夫人)は 拙 宅へ御 出,荷 物 運送等 の御話 いた し
居候 処な り。 是は さてお き 此 度 ホヰ トニー氏 渡来 の処,森 氏 は少 し素志 を転 じ候
哉,あ ま り相手 にな り不 申,旧 宅 は明渡 し貸 す ことは貸 したれ ど も,実 は明け渡 し
てか らあ きな り。第一 此教師 の雇主に なる ことがいや にな りしと見へ,今 日まで も
ぐつ ぐつ塀明不申,私 と箕作君は掛 り合ひにて相談相手の筈なれば,固 より余所に
見ることは出来ず,ど ふする積 りだと度々催促すれども,かんじんかなめの張本人
たる森有礼様が引込思案にて,ヘ ソテコライナ味なり。委才の事情は高木氏(注,
高木三郎)よ り可申上,併 し此儘捨置べき事柄にもあらず,大鳥圭介君も様々に周
旋,兎 に角に大造な不外聞には不相成様始末は付き可申,深 く御心配は御無用に候
得共,一 応は御驚駆可被成候」(傍線は引用者)。
(35)
森 自身 もまた,当 時 サン フランシス コ副領事 であった,そ の高木三郎に宛
てた同年9月10日 づけの書簡の中で
(36)
次 の よ うに書いてい る。
㈱ 『福 沢諭 吉全集 』第17巻.186頁以下.
㈲ 高木三 郎は庄 内藩士 の子 として天保12年(1829)1月27日,江 戸常盤 橋庄 内
藩 邸で 生 まれ た.藩 主 の命で安政6年(1853)11月,幕府 の軍艦 操練所 に入 り,
つ いで江戸氷 川町 の海 勝舟の塾 に入 って蘭学 を学 び,海 軍 に身を投 じた.こ の塾
に仙 台藩士富 田鉄之助 も入門 し,共 に奥羽人 とい うこ とで 兄弟 の ごと くに交わ り
終 生 の友 とな った,慶 応3年(1867),二人は勝 の子小鹿 の ア メ リカ留学 に際 し
て同行 を求め られ,勝 安房守家来 とい う名儀で渡 米 した.高 木は 明治元 年い った
ん帰国 し,再 び渡米,外 務省留学 生 とな る,さ らに 明治5年 か ら12年まで,弁
務 使館(公 使 館)書 記,臨 記代理公使,副 領事,領 事を歴任.臨 時公使 代理は森
が帰朝 の際 の委嘱で あ る.明 治13年 に帰 朝.以 後 は財 界に入 って貿 易事業 にた
ず さわ る.明 治42年(1909)3月28日,69歳で病残 した.高 木正 義著r高 木三
郎翁小伝 』を参照.
爾 『森有礼 全集 』第1巻,323頁.
110 商 学 討 究 第25巻 第1・2号
「ホウヰツニー氏来着近 日中より開校可相成,同 人義は人品才能案外失望仕候廉有
之候得共今更致方無之候,先 づ五ヶ年間会議所雇入相成相試申事二決候,勝先生金
千円を寄付 して学校を助けられ候,福 沢箕作両氏も尽力なり」,(傍線は引用者)。
森が ど うい うわけで,ホ イ ッ トニ ーの人品才能に 「案外失望」 したのか,ま
った く不 明であ る。 しか し,勝 にせ よ,早 矢仕にせ よ,富 田にせ よ,津 田仙
にせ よ,誰 一人 と して ホイ ッ トニーの人柄 について も,学 識 につ いて も,こ
れ を悪 く言 う者 はいなか った。 真実 はむ しろ,「 国家主義者」森が商法講習
所 の開設を私立で進め ること事体に 「失望」 していたため とも考 え られ る。
いずれにせ よ,こ の点の究 明は森 の商業教育 の意図や思想 を識 る うえに 極め
.て重要 であろ う。
明治8年9月4日 付け のr東 京 日日新 聞』 は,商 法講習所 の開設について
の次の よ うに報 じてい る。
「先達ても記載せし通 り,森有礼君の発起にて福沢,箕 作の両先生も周旋せられ,
商法学校を開かんと,厩に木挽町十丁目に立派なる講習所を建築せ られた り。其教
師として アメリカより迎へたるホヰ トニー氏も最はや此ごろ着京に成りたるよし
なれば,遠 からず して 開業せらる なるべ し。我が日本国の商法に疎き,素 より論
を待たざりしが,今 この学術の我が国に開け始むるは実に国家富強の基礎と云ふべ
し。勝安房公は,近 ごろ所労にて引籠 り居 られけるが,仕事もせずにただ月給を取
るも相すまぬことなれども,是を政府に返すも変なものな りと思案の折柄.商法学
かねて
校 の事 を聞 て,是 れ幸は ひに我 が宿昔 の志 願 に叶 へ りとて,本 月一 日,金 千円を助
力せ られ た り。」(傍線 は引用者)。
この記事か らも推量され得るように,森 の商法講習所の設立が,少 な くとも
わが国の識者の間に,徳 川時代以来の 「商業蔑視」の思想と 「賎商意識」を
改めさせ,商 業交易の振興 とそのための商業教育が 「実に国家富強の基礎」
なることを 知 らしめる 大きな 「教育力」 となったことだけは,確 かであろ
う。
ホイ ットニーとの 正式な雇傭契約は,明 治8年9月13日 に 「傭主」東京
会議所 と彼 との間でとり結ばれた。これは,既 述の ように,東 京会議所がホ
イットニーの 給与 を 共有金(「七分積金」)から支払 う約束になっていたため
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に,東 京会議所がいったんホイ ットニーを雇傭 して森の私立商法講習所へ派
遣するとい う形を とったか らである。 ホイ ットニー との 約条書に よれば,
「傭入年限ハ 明治八年即チ千八百七十五年第五月ヨリ同十三年六月迄満五ケ
年 ト定 メ其給料一 ケ年 日本金弐千五百円 ト定 メ月割 ヲ以テ毎月中旬二其月分
ヲ渡ス」(第一条)こ ととし,ま た,こ の給与以外には何等の支給もなされ
ないこと(第 二条),帰 国の際の旅費は 本人が負担すること(第 六条)等 が
(37)
約定された。
また,同 日付けで森 と東京会議所 との間でも次のような約定書が締結され
(38)
た。
商法講習所取設二付森有礼 ト東京会議所'トノ約定書
明治八年九月十三日商法講習所へ教員 トシテ米人ホウヰッニー氏 ヲ傭入ノ事件二付
東京会議所 ト森有礼 トノ間二左 ノ件々ヲ約定セリ
第一条 商法講習所ハ森氏私立学校ニシテ向後此ノ講習ノ順序費途 ノ都合及ヒ永続
ノ方法等ハ勿論何様ノ事故出来スル トモ凡テ起立人ノ責任タル可キ事
第二条 東京会議所ハ此商法講習所助成 ノ為メ米人ホウヰッニー氏 ヲ傭入教員 トシ
テ差出候二付同氏ノ給料一ヶ年弐千五百円宛 ト定 メ傭年限中ハ会議所ヨリ出金支給
候事
第三条 講習所取建ノ地所四千四百七十四坪壱合五勺五砂会議所 ヨリ無地税ニテ五
ケ年 ヲー期 トシテ起立人へ貸与スヘシ右満期 ノ節尚永続ヲ望マパ双方協議ノ上之ヲ
定ムヘシ尤モ此地所ヲ使用スルハ商法講習所 ノ為メノミニ限ル可シ
第四条 教員傭年間中ハ講習所冗費ノ廉 ト壱ケ年金五百円宛会議所 ヨリ出金候事
第五条 講習所ノ為メ万一費途相嵩 ミ候敷或ハ教講上二付紛紙出来候共会議所ヨリ
ハ前条制限ノ外一切出費致サ ・ル事
第六条 講習所起立人ハ教場 ノ模様生徒ノ多寡経費ノ計算等 ヲ詳記シ毎月一度会議
所へ報告書 ヲ差出シ其場ノ実況ヲ具申スヘキ事
東京会議所
渋 沢 栄 一
大 倉 喜八郎
森 有 礼
此約定書ハ之 ヲ三通二認メ壱通ハ東京府庁二差上壱通ハ会議所二壱通ハ森氏二所持
イタシ候也 、
働 『森 有 礼 全 集 』 第1巻,797-798頁.
㈱ 同上 書,798-800頁.
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すなわち,こ の約定書は,商 法講習所はあ くまで私立学校であって,そ の
運営の責任は開設者に して所有者たる森と,相 議者たる福沢ならびに箕作 と
の三人にあること,東 京会議所は共有金の うちか らホイ ットニーの給料年額
2,500円と雑費年額500円を支出すること,講 習所の地所を無地税で貸与す
ることを明 らかに している。
こうして東京会議所 とホイットニーとの雇傭契約,森 との商法講習所取設
に関する約定が整ったので,東 京府知事大久保一翁は 同8年9月14日,ホ
くりの
イットニー雇入れの免状交付方を外務省に申請 し,同 日付けで承認され,さ
　るの
らに 翌15日,内 務 卿 大 久 保 利 通 に ホ イ ッ トニ ー の 雇 傭 を 届 け 出 た 。 ま た,
ホ イ ッ トニ ー 雇 入 れ の こ と は,ア メ リ カ総 領 事 トー マ ス ・B・ バ ン ブ レ ン へ
くるり
も9月19日 に通知 され てい る。
'こうして ,い っさいの手続 きが終 了 したのでい よい よ開所 となるわけであ
ロの
るが,商 法講習所の校地 として 東京会議所か ら提供された木挽町13番地に
建築中の校舎が まだ完成 していなかったために,と りあえず京橋尾張町2丁
目23番地の鯛味噌屋の二階を借 りて仮開業 した。 それゆえ,明 治8年9月
　る　　
24日付けで 東京会議所か ら府知事宛に次のような開業届が提出されている。
府下商法講習所 ノ儀二付テハ先般上申仕候趣モ有之候処,右 ハ枢要 ノ事件ニテ人民
一般ノ鴻益可相成 二付,一同協議ノ上森有礼殿打合教師 トシテ米人ホウヰッニー氏
ハ当会議所ニテ相雇差出候積約定仕候間,兼テ御渡有之候木挽町拾三番地内二於テ
開業可仕ノ処,営 繕向未タ行届兼候 二付当分 ノ内仮 リニ第一大区尾張町二丁目二拾
三番地 二於テ開業仕候,此段御届申上候也
明治八年九月廿四日 会 議 所
東京府知事 大久保一翁殿
因み に,商 法講習所が木挽町に移転 したのは,西 川孝次郎氏に よれば翌9年
eg『森有 礼全集』第1巻,793-795頁.
㈹ 同上 書,795頁.
㈲ 同上 書,795-796頁.
紛 商法 講習所校地 と して 明治6年11月10日,東 京府知事 大 久保一翁 によ って
「下 ヶ渡」 され た木挽町8丁 目8番 地 は,明 治7年,木 挽 町8丁 目が8,9,10丁
目に三分 され たため に,か か る変更が 生 じた.
臼3『森有 礼全集』第1巻,801頁.
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(44)(45)
5月15日,東 京府記録では同9年8月21日 であった。
か くて商法講習所は 開所 したが,た またま 設立者に して 所有者である森
が,当 時,日 鮮紛争の 係争点となっていた 江華島事件処理の側面工作 と し
て,朝鮮の宗主国を以て任ずる清国政府 と折衝のため,明治8年11月10日,
特命全権公使に任ぜ られて,北 京駐剖を命ぜ られた。 したがって,森 がみず
か ら商法講習所の経営に当たることが不可能になったので,事 務一切を東京
会議所へ移す ことになり,同年11月,会 議所 との間にそれに関する 「約書」
(46)
が取 りかわされ た。
「約書」(商法講 習所),
(ママ)
商法講習所之儀二付先般森有礼は東京会儀所と定約書為取替候処,有礼義今般清国
在留御用被命発程相成候間,更 二協議ノ上之所前々結約は相廃し,右講習所一切之
事務を会議所え請取管理する二付左之条々を約定セ リ
ー 今般講習所一切之事務を森有礼より名実共会議所え引渡候二付 而は,追々造営
いたし候木挽町十三番地二有之候西洋館弐棟和製家屋弐棟,並勝安芳より寄付
金授業料残金,仮講習所二而相用候教場付属器械は勿論門戸一切,別 紙目録書
之通森有礼方より会議所え其儘寄付いたし候事
但本文和製家屋之義は森有礼方二而所要有之,暫時借受候得とも来五月三十
日迄二可引渡候事
一 前条家屋築造いたし候 二付而は,地平均を始 メ別紙仕訳書之通惣計金六千円余
相掛 リ候処,右之内工部省御傭外国人フロフエツソアヤ トンより借入金元利合
(ママ)(マ マ)
計金四千五拾九円余は此度協義之上会儀所より差出候二付,森有礼方二於而は
此家屋之儀二付而は向後故障之義一切無之候事
(ママ)一 講習所構地之義は今般更二会儀所より府庁え開申之上比隣代償を以而払下ヶ候
積 リ,尤森有礼住居之地処は追而協議之上同人所有地二買受候敷,又 は借地い
たし候とも其節は都合に寄処分いたすへ く事
一 現今之仮講習所家賃之義は,追而右場所木挽町え引移し候迄は是迄之通家賃を
(ママ)
会儀所より可相払事
(ママ)一 前条之騰 習所一鴎 輸 を蔽 蟻 所之責働 すれハ激 師ホウヰッニー氏
え右之趣双方より通致し,会議所二而は此教場永続之方法得と勘弁之上可成丈
是迄之順序を履行し森有礼之宿志を托候モ厚く注意可致事
㈱ 西川孝治郎著,上 掲書,307頁.
㈹ 『商法講習所』,48頁.
㈹ 『森 有 礼全集』 第1巻,318-319頁.
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右之条々今般協議之上約定いたし候二付,為 後証各調印之上双方え交付するものな
り
明治八年十一月
森 有 礼 ㊥
東京 会 議 所 ㊥
こ うして,商 法講習所 は森 の手 を離れ,翌9年(1876)5月26日 付けを も
(書7)
って東京府の直轄とな り,そ の所長に矢野二郎が任命された。東京会議所会
頭渋沢栄一が同9年6月1日 に知事へ提出 した上陳書(「商法講習所沿革」)は,
(48)
森氏私立商法講習所を決算 して次の ように述べている。
「同年(注,明 治八年)十一月二十二 日講習所ノ如キ其名ハ会議所ノ管保スル所ニ
シテ其実ハ森氏ノ掌握スル者ニアリ,今ヤ森氏清国行二臨ム,自今宜ク講習所ヲ以
テ会議所ノ掌握二帰シ,且ツ森氏建築スル所ノ木挽町家屋及ヒ付属諸器械 ノ如キ之
ヲ会議所二納付セシメ,其森氏ノ負債二係ル四千〇五百九円ノ如キハ諸 レヲ会議所
二負フテ速二消却シ,将来同校経費ノ如キハ府庁下付スル所年資三千円ノ外尚其消
費アロハ又賦金ヲ以テ下付アル「ヲ要スヘシ ト府庁二申稟ス,本業起立 ヨリ本年五
月廿五 日二迄ル経費総計金八千五百弐拾五円八拾九銭弐厘而シテ府庁ノ下付スル所
ハ金四千百六拾五円拾七銭ニシテ金四千三百六拾円七拾弐銭弐厘ハ是 レ会議所ノ蓄
積 ヲ以テ支弁ル所ナリ」
以上が 「わが国商業学校の濫鵤」と称せられる商法講習所の設立の経緯で
ある。 この経緯に徴す る限 り,森 の『「わが 国商業教育 の第一 の功労者」 と し
ての意義を過度に強調す ることは,厳 に戒め られるべきであろ う。欧米列強
に対抗 してわが国の独立を保持 し,富強を図るために商業教育の必須なるこ
とをいち早 く洞察 し,私財の一部を投 じてまで商法講習所の設立に努力を傾
㈲ この間の事情について,『青淵回顧録』(上巻,435-436頁)には,次 のように
述べ られている.「処が森有礼氏は間もなく特命全権公使に任ぜ られ支那に赴 く
事となつたので,学校の世話をする事が出来なくなつた.そ れで廃校するのは惜
しいし,誰か跡を引受けて経営する人はないかと私に相談を持ち掛けられたが,
官立とする事は最 も望む処であるけれども,当時にあつては全然其の望みが無い
し,経費の関係か ら府立学校とする事も不可能であつたので,一時東京会議所が
管理 して経営する事となし,私が管理の責任者となつた.然 るに明治九年に到つ
て東京府庁が管理する事となり,其年の五月京橋の木挽町に校舎を新築し,新た
に矢野二郎氏が所長に任ぜ られて,一層内容を改善して経営する事となつた.」
㈲ 『森有礼全集』第1巻,805頁.
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注 した彼の功労は多とすべきであるけれども,そ の商法講習所の開設は,東
京府当局,と りわけ知事大久保一翁 と会議所会頭渋沢栄一 との絶大な援助な
しには,と うてい 不可能であった。 大久保 と,そ して 最初は反対 した渋沢
は,政 府が一一顧だに しないホイ ットニーの雇傭に共有金(「七分積金」)を支出
し,また校地を無償 ・無税で提供することに尽力 した。 しかのみな らず,森
の清国駐剤に 際 しては,明 治8年9月13日 の 「商法講習所取設 二付森有礼
ト東京会議所 トノ約定書」の規定にも拘 らず,こ の 「約定書」を廃棄 して講
習所の事務いっさいを東京会議所へ移 し,あ まつさえ,明 治9年6月1日 の
渋沢の 「上陳書」にも明 らかなように,森 の残 した負債を会議所が肩替 りし
たのであった。ホイ ットニ 一ーの到着後,」森がその素志を転 じたか否かは別 と
して,少 な くとも彼は明治8年11月,駐 割清国特命全権公使に任ぜ られて
以後,商 法講習所か ら 「解放」 された。それに引きかえ,あ とを引き受けさ
せ られた渋沢 らは爾後,商 法講習所を 明治17年3月 農商務省へ移管するこ
とに成功するまで,財 政難による 廃校(明 治14年7月)か ら再建(同 年9
(49)
日)へ と幾多の苦闘と努力を続けねばな らなかったのである。 もし,渋沢 ら
㈹ 『商法講習所』,134頁以下を参照.な お,渋沢は 『青淵回顧録』の中でこう述
べている(同書,436-440頁).
「・…・此様にして我国の商業教育は漸 く芽を吹き,追々は相当の実績を挙げ得る
だ らうと期待 して居つた処,明治十二年の春になつて商法講習所は殆んど挫折せ
んとする大きな傷手を負 うた.それは東京府会に商法講習所の経費として五千円
計 りを要求したに対 し,府会議員の知識が浅薄であつて実業教育の何者たるかを
解せざる者が多かつたのと,且つ一般世人も教育の必要,就 中商業教育の必要を
熟知する者が無かつた為に,府会に於いて此の経費に大削減を加へ約半額の二千
五百円を支出する事に修正 したのである.予算を半減されては商法講習所の維持
は勿論不可能だか ら,此儘に放置しては廃校の余儀無きに到るは当然の帰結であ
る.折 角伸びか玉つたのを鍬葉の中に摘み取るやうな事があつてはならぬと考
へ,私は各方面の有志を説いて寄付金を集め経費を補充して漸 く維持する事が出
来たのである.此様に商法講習所は非常に虐待されたけれども,辛 うじて其後一
二年は維持する事が出来た.併 しながら明治十四年頃,商業教育に理解の無い府
会議員は,遂 に商法講習所は不必要であると云ふので僅か一二票の差を以てでは
あつたが,商法講習所の経費を否決し,廃校の決議をなすに到つた.明 治十二年
の時は経費を半減されたのであるが,此度は廃校の決議をしたのであるか ら,殆
んど手の着けやうがなかつた.それで私は何うしても之れを生かさなければなら
ぬと考へ,東 奔西走 して商法講習所存続の必要を説き,.要路の大官にも会つて意
見を開陳 し,農商務省に対 しては補助金下付の建議をなし,あ らゆる方法を講 じ*
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のこうした尽力がなかったな らば,以 後の商法講習所の発展はあ り得なかっ
たであろ うとは,単 に筆者一人 の想像に留 まるまい。
*て 講 習所 を存続せ しむ る事 に力を注いだ のであ る.吾 々が 農商務 省に提 出 した建
議 の全文 を左 に掲げ る こと 瓦す る.
謹 テ按 スル ニ商法講 習 ノ事 ハ商業拡張 ノ基礎 ニシテ,其 学 校 ノ緊急 ナル猶農学
校 ノ耕転 ノ道 二於 ケル工学校 ノ製作業 二於 ケル カ如 シ.本 邦開港以 来内外 ノ商
業漸 ク開進 シ,方 今 二迄 ンテハ其 ノ商勢全 ク昔 時 トー 変セ ン トスル ノ気運 二際
セ リ.然 リ而 シテ其 商信 タル者間 々或 ハ大 二其体 面 ヲ革 メタルモ ノナキ ニ非 ス
ト錐 モ,敦 々全般 ノ実 況 ヲ通観 スル ニ尚旧套 二因依 スル者多 ク其 規模 未 タ以 テ
今 日ノ時 勢 二適 セ リ ト云 フヘ カラス.是 他 ナ シ我 国古来 商業講 習 ノ如 キハ只 家
庭 ノロ授 二委 スル者多 クシ テ亦 真正 ノ商法学 校 ア リテ之 力真理 ヲ閣揚 シ,之 力
方法 ヲ修 習スル コ トナキ ニ職 由スル ナ リ.
惟 ミル ニ我政府 ハ夙 二工部大学校 ヲ工部 省中 二設 ケラ レ,又 農学校 ヲ駒 場 二置
カ レ,今 又 将 二職工学 校 ヲ文部 省中 二新設 セ ラ レン トス ト.其農工 ノ業 ヲ訓導
督 励 セ ラル ・ヤ実 二厚 シ ト謂 フベ シ.然 リ ト云 フ トモ独 リ商法学校 二至 リテ ハ
未 タ措 テ顧 ミラ レサルモ ノ ・如 キ ハ本会 力常 二遺憾 トスル所 ナ リ.
夫 レ農 工商 ハ富 国 ノ原 素 ニシテ其偏 廃 スヘ カ ラサルハ固 ヨ リ論 ヲ待 タス1若 シ
之 二反 シ テ彼此軒 軽 スル ア ラバ仮 令農業工芸 ハ共 二進歩 シテ殖産 ノ道 ヲ得 ル事
アルモ,販 蔑 ノ途其宜 ヲ得 サル カ為 メ或 ハ却 テ他 ノニ者 ヲ妨 害 スル ニ至ル ハ之
ヲ古今 ノ商業歴 史 二徴 シテモ彰著 ナルモ ノア リ.
襲 二我政府 力農商務 省 ヲ設置 セ ラ レタル趣 旨蓋 シ亦此 二外 ナ ラス シテ,農 工商
ノ三者 互 二相聯 歩 シテ共 二開進 スル ヲ期 図 セ ラル ニ在 ラン.果 シテ然 ラバ商法
学 校 ヲ設 クル ノ今 日二急務 ナル ハ決 シ テ他 ノニ校 二譲 ラサ ル ヲ信 スル ナ リ.是
本会 力妓 二其建設 ヲ要 望 スル所以 ナ リ.
今 ヤ本会 力商法学校 ノ建 設 ヲ欲 スル事前条 二述 フル カ如 シ.而 シテ其学制 二於
テモ亦柳 力其見 ル所 ナ クンハ非 サル ナ リ.蓋 シ商法 ノ学 タル其教 則高 尚 二過ル
時 ハ却 テ実地 二適 セサル ノ弊 ア リ.若 シ卑近 二失 スル時 ハ又其秩序 宜 ヲ得 ル能
ハス.是 ヲ以 テ今 日二適応 スル ノ制 タ ラン事 ヲ切望 スル ナ リ.固 ヨ リ閣下 ノ明 ・
鑑 能 ク其 衷 ヲ折 セ ラルヘ シ ト難 モ敢 テ妓 二本会 力嚢 キ ニ東京府知事 ヨ リ東京 商
法講習所教 則改 良 ノ事 ヲ委托 セ ラ レタル ニ当 リ,調 査 シテ之 二復命 シタル教 則
一編 ヲ副呈 ス.是 柳 力槍海 ニー滴 ヲ添 フル ノ微意 ナ リ.伏 シ テ恩 フ,閣 下幸 二
本議 ヲ採択 セ ラル ・ヲ得 ハ国家 ノ慶 蓋 シ焉 二過 ルモ ノナカ ラ ン.謹 言頓首
東京商法会議 所会頭
明治十 四年七 月十 五 日 渋 沢 栄 一
農 商務卿 河野 敏鎌殿
幸 ひ に農商務 当局 も吾 々の誠意 を諒 と し,約 一万 円計 りの補助金 を農商務 省 よ り
'賦与 され る こと 玉なつ たので ,辛 うじて講 習所 の授業 を継続す る ことが 出来 たの
であつた.
農商務 省か らの補助 金に依つ て商法講 習所 の命は一時取 り止 め る事が 出来 たけ
れ ど も,こ んな事 では此 後安心 して維持 経営 して行 く事 が出来 ない.府 立 として
存 続す る事 が出来 なけれ ば,'是非 とも官立 と して其 のi基礎 を確立 しなければ な ら
ぬ と考へ,此 事に就 いて識者 の意見を も質 し,政 府 要路の大官 を問 うて 自分 の存
意を陳べ た処が,政 府 と して も商業教育 の必 要は認 めて居 るけれ ども,従 来経営1*
森有礼とわが国近代商業教育の創成 U7
なお,森 は後ほど駐英公使時代に,明 治15年10月25日付けの矢野二郎
に宛てた 書簡の中で 商法講習所生徒に対する 奨学金の寄付を 申 して出てい
(50)
る 。
'
頃 日三 井物 産会社 ヨ リ渡辺専二 郎 ヲ倫敦 支店 二遣 シテ従 来傭使 ノ英人 二代 ユ,余 聞
ク,氏 ハ嘗 テ商法講 習所 二於 テ学業 ヲ卒 へ善 ク三井会社 二仕へ寛 二遣外 ノ特撰 二当
ル者 ナ リ ト,氏此地 二着 シ直 二来 テ余 ヲ訪 ヒ,語 ル ニ君 力講 習所 ヲ提 理 シ専心 事 ヲ
勉 メ講 習所 由 テ栄 へ生徒 由テ大 二業 二進 ム ノ実状 ヲ以 テス,又 新 聞紙 二拠 リテ皇帝
辱 クモ金 ヲ講 習所 二賜 ヒシ事 ヲ知 ル,此 二好報並 ヒ至 リ余 ノ感喜 巳 ム無 シ,君 斯 ノ
盛 運 ヲ目シ為 メニ多年 ノ苦心 ヲ慰 スル ノ時 ヲ得 タ リ,余 亦 タ為 メニ賀詞 ヲ呈スル ハ
甚 タ楽 ト倣 ス所 ナ リ,然 臣筍 クモ忠 愛 ノ心 ヲ端 シ以 テ将 来 ノ慶福 ヲ図ル者 ハ豊 二早
成 二甘安 スヘ ヶ ンヤ,是 余 君 力既往 ノ功業 ヲ祝 シ傍 ホ将 来愈勤勉 アラ ン事 ヲ望 ム所
ナ リ
夫 レ我 邦人多 クハ商 才 二乏 ク数理 二短 ク沈 実確正 ナ ラス,剰 へ外 国通商 ヲ開キ シヨ
リ軽浮 ノ商 弊滋生 シ将サ ニ風俗為 メニ所 二素 レ国基為 メニ危殆 ナ ラ ン トスル ノ兆 ア
リ,蓋 シ此弊 タル ヤー 朝能 ク矯正 ヲ得 ヘキ ニ非 ス,然 リ ト錐 臣講 習所 ハ吾邦商学 ノ
由 テ起 ル所 ノ要地 ナ リ,而 其 生徒 ハ 他 日将 サ ニ 内外 ノ商業 ヲ負担 セ ン トスル者 ナ
ヨ
リ〆此輩 ヲシテ正路 二進 入 セ シメ以 テ漸 ク今世 ノ病害 ヲ除 クハ豊 二至 難 ノ事 ナ ラ ン
ヤ,況 ヤ忠誠勤篤 君 ノ如キ ア リテ能 ク後輩 ヲ誘 導育養 スル ニ於 テ ヲヤ
余 遠 ク海外 二在 リ窃 二微 力 ヲ添へ以 テ君 ノ苦心 ヲ慰 スル ニ由 ナ シ,故 二君在任之 間
ハ少許 ノ金 ヲ出 シ柳 力生徒 ヲ奨励 スル ノ資 二供 セ ン ト欲 ス,今 先 ツ試 二三 四十 円 ト
定 メ毎 年卒業 スル所 ノ生徒 ノ中品行 端正 ナル者五六 名,各 其望 二依 リ有益 ノ書物 ヲ
　 　 　 　
分 与 セハ則如何 ン,但 シ生徒 ノ品行 ヲ比較 シ之 ヲ甲乙 スルハ或 ハ難 キ 「アラ ン,然
*し来たつた府に於いて必要無 しと認め,遂に廃校の決議まで した学校を直ちに官
立として政府が直轄するといふ訳には行かぬが,若 し民間に於いて何うしても此
の学校を継続する必要ある事を具体的に示すやうな方法を講 じたならば,政府に
於いても大いに考慮する余地があらうといふ様な話であつた.如 何にも尤もの事
ではあるし,学校存続の必要は言ふ迄も無い事であるか ら,私が音頭取りとなつ
て東京市内の富豪有志を説き廻つて,学校の基本金寄付方を勧誘し,東京府知事
も亦陰に陽に基金募集に就いて尽力されたので其の成績は意外に良好で,三万円
近くの寄付金を纒める事が出来たのである.吾々は之れに力を得て,政府方面に
対しても直轄学校とするや うに運動したが,宮内省に於いても特に此の募金に対
して五百円を下賜されるといふ特別の思召しもあ り,民間有志の熱心の程も基金
募集の結果に依つて証拠立てられた訳なので,政府当局も大いに意を動か'して明
治十七年の春に農商務省の直轄として経営する事となり,名称も従来の商法講習
所を廃 して,東京商業学校 と改称した.」
60『森有礼全集』第2巻,136-137頁.
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田君ノ正眼能ク衆生ヲ看破シ其当ヲ誤ラサルヤ固ヨリ疑ナシ,君若シ幸二其労ヲ辞
セス余 ノ微意ヲ達スルヲ得セシメハ幸堪
情緒尚ホ君 二言ハント欲スルノ事多シ,姑 ク他日二譲ル 不悉
十五年十月廿五 日 於倫敦 森 有礼
矢野次郎君
これは,卒 業 しようとする品行端正な者を選び書籍を与えようとするもの
で,い わゆる奨学金ではないが,自 分のあとを うけて成績をあげている矢野
をねぎらお うとする意図か ら出たものであ り,ま た明治15年7月17日 に宮
内省か ら商法講習所へ500円の下賜金の汰汰があった ことに感嬉 したことも
大いに与っている。 しか し,その後どうなったか,そ れを知る資料はない。
なお,書 簡中め渡辺専二郎の名は卒業生の うちにも,ま た中途退学者の うち
にも見 られない。 『矢野二郎伝』によれば,岩 下清周 とともに三菱商業学校
(5t)
へ転 じた一人 とな っている。
、
〔本稿は伊勢丹奨学会 昭和48年度 科学研究費の補助を受けて行なった研究の一部
である。〕 ・
(SD島田三郎編 『矢野 二郎伝』,141頁.なお,木 村匡 編 『森先生伝 』が,矢 野 に宛
てた 森の この書簡 を 「清国 に駐 剤の とき」 と記 述 してい るのは,明 らかに誤記で
あ る(同 書,82頁).
